
入曽地区まちづくり推進協議会等の概要と主な意見 

 

 

委員会名 意見交換会の概要 

（第１回） 

入曽地区まちづくり 

推進協議会 

 

Ｒ3.11.15(月) 

《 地域交流施設の事業効果の把握について 》 

・意見交換会の趣旨説明（事業効果の状況を把握するため、事業効果及

びアンケート実施に対する意見聴取への協力依頼）。 

・「狭山市立公民館と狭山市地区センターの狭山市地域交流施設 

(仮称)等への再編に関する計画」の概要説明。 

・入曽公民館、地区センターを地域交流施設とした事業効果（メリット）

の確認。 

・入曽地区住民の意見把握の為のアンケート実施に対する意見聴取。 

  ※アンケート実施に賛成頂き、内容の検討実施 

・地域交流施設とした事業効果についての意見聴取。 

（第１回） 

(旧)入曽地区地域交流施

設(仮称)整備推進委員会 

意見交換会 

 

Ｒ3.11.15(月) 

（第２回） 

入曽地区まちづくり 

推進協議会 

Ｒ3.11.29(月) 

《 地域交流施設の事業効果の把握について 》 

・入曽地区住民及び施設利用者アンケート内容の検討、意見聴取。 

 ※アンケートの素案作成。 

・地域交流施設とした事業効果についての意見聴取。 

（第２回） 

 (旧)入曽地区地域交流施

設(仮称)整備推進委員会 

Ｒ3.12.3(金) 

 

（各委員からの意見聴取） 

 

令和 3年 12月下旬～ 

令和 4年 3月上旬。 

《 各委員の意見把握（聞き取り）について 》 

・入曽地区まちづくり推進協議会及び(旧)入曽地区地域交流施設 

(仮称)整備推進委員会の各委員との個別面談により、地域交流施設 

とした事業効果についての意見の聴き取りを実施。 

※ 各委員からの主な意見については、２ページ以降参照。 

Ｒ4年 6月～9月 主に地域住民対象のアンケート調査実施（配布枚数：約 11,000件）、  

回収件数(1,696件)。（入曽地区自治会連合会に協力依頼） 

回収後 ～ Ｒ５年２月 アンケート結果の集計及び分析 

入曽地区まちづくり推進

協議会（定例会議） 

Ｒ5.4.27(木) 

Ｒ6.1.19(金) 

・アンケート結果の概要説明、施設の利用状況等の報告（２回実施） 

※アンケート結果及び施設の利用状況から、再編事業の効果が有った

と考えている旨報告。 

 



（入曽地区まちづくり推進協議会） 

 地域交流施設とした事業効果等に対する主な意見  

 

 ⑴ 幅広い活動による地域住民の交流等について 

  ・地域交流センターになり、個人での登録が可能となって利用しやすくなり良かったと感じ 

ており、登録要件の緩和は良かった。 

  ・地域交流センターになり登録要件が緩和され、個人の方の利用者が増えている状況で、 

要件緩和の影響が大きいと思う。 

  ・以前と同じ項目での登録要件も継続していて優先的な利用もできることは変わらないので、

以前から登録して利用していた団体は、不便や不都合は無いと思う。利用の間口が広がった

のは、利用者にとっては、良いことだし利用率もあがると思います。 

 

 ⑵ 施設利用の制約の緩和による多様な活動について 

・公民館では、原則できなかったが、交流センターになって営利目的でなどの要件が整えば 

物品の販売なども可能となり、色々な活動が可能になると思う。 

・会社などの事業所も利用できるようになり、近隣の会社などでも利用できるという事な 

ので、利用は今後広がると思う。 

 

⑶ 交流スペースの確保による自由で気軽な利用について 

  ・オープンスペースを中高校生などの利用をよく見かけるが、以前は、無かったと思うの 

で、気軽に利用しやすくなっていると思う。 

    ・フリーＷｉ－Ｆｉを設置したことが良かったと思う。 

 ・交流スペースでの地域住民の交流を図ることは、コロナウイルス感染症が終息し、通常 

  に施設が利用できる状況になってからだと思う。 

  ・オープンスペースの利用増加は、施設のメリットが表れていると思うが、幅広い年代の 

交流に広げることが課題だと思う。 

 

 ⑷ まちづくり活動の活性化について 

  ・まちづくりの取り組み方が難しいと思うが、施設を利用してもらうきっかけが必要で、 

文化祭などの行事やイベント、サークル活動が、コロナ禍で実施の自粛をしている状況 

なのが難しいと感じている。 

 ・まちづくりについては、今後のどのような事に取り組んだら良いか、アンケートで参考に 

聞いたら良いと思う。 

 ・幅広い年代の交流や連携、まちづくりの進め方や取り組みなどは、アンケートなどで意見 

を求めるなどした方が良いと思う。 

 

 

 

 



⑸ アンケートについて 

・今は、コロナの影響で文化祭などの行事が、以前の様には実施出来ていない状況なので、施

設を知って頂く為にも、地域住民を対象としたアンケートは必要だと思う。 

・アンケートの回答は、文章で回答する形式では、回答が難しくて協力してもらえないと 

思うので、回答は選択形式にしてチェックしてもらう方法にした方が良いと思う。 

・今は、コロナウイルスの関係で通常利用の状況ではないので、事業効果がうまく把握でき 

ないことも考えるので、もう一度行うことも考える必要があると思う。 

・施設ができたことを知らない方が多いので、アンケートをやることで、施設の特徴を 

知って頂く内容にして地域の方に知って頂くと良いと思う。 

  ・アンケート項目に、まちづくりとしてどの様な活動に取り組めば良いか意見を聞くために、

具体的な項目を入れたら良いと思う。 

 

⑹ 施設について 

  ・入曽公民館は、敷地内の駐車場台数が少なく、第２駐車場は離れていてが、敷地内の駐車場

台数が増えて利用しやすくなったと思う。 

  ・エレベーターの設置などにより、バリアフリー対策がされた施設となったことで利用しやす

くなったと思う。 

  ・施設利用の面では、コロナの状況が落ち着いて、利用が増えて希望日時での予約が取りにく

いと感じる。 

  ・キッチンコナーナーは、お料理教室やサークルで利用するのには、少し利用しにくい配置だ

と感じ、利用する際にテーブルの配置などを考える必要がある。（委員 5件） 

  ・予約を取るのが少し大変だと感じるので、今後、他の地域の事業を検討する際には、部屋数

（中型のホールや小さな部屋）など検討して頂ければと思う。 

・私が所属する団体会員の中では、利用しにくくなったなどの意見は特にありません。 

 

⑺ その他  

 ・お料理関係で利用する際に、食器を新しくして欲しいと感じています。（委員） 

 ・施設利用にあたっての登録団体の要件を緩和したとのことですが、今、登録数はどのくらいで

すか。⇒ 入曽公民館の時は、団体登録数約１００団体、現在は、登録団体約９０団体、 

その他の団体約１０団体、個人登録約１５０。 

・カカ食堂のメニューを考案する講座を行うなどの工夫によって、地域の施設として受け入れら

れ、地域住民が家族で食事に利用するなどの機会が増えると思います。 

 ・地域の市民が使えるグラウンドや広場があると良いと思います。（委員） 

  ⇒ 隣の市有地に子ども支援施設（保育施設）が整備される予定があり、その北側部分は、広

場を整備する計画で、市民の方が使用できるようになる予定です。（事務局） 

 

 

 

 

 

 



（旧入曽地区地域交流施設整備推進委員会） 

 地域交流施設とした事業効果等に対する主な意見  

 

⑴ 幅広い活動による地域住民の交流等について 

 ・団体の登録要件が緩和されて、利用しやすくて良くなったと思う。(５件) 

・地域交流センターと言う新しい施設になったのだから、古い事に捕らわれずに利用者と協力し

て新しいこころみを作り上げていけば良いと思う。 

 ・地域の方同士の交流が直ぐにできるかは別として、交流スペースを学生に利用されているのは

良いことだし、幅広い世代の利用が図られ成果が見られると思う。（３件） 

 ・団体登録の要件が緩和されたが、以前と同じに団体登録ができる仕組みが有り、加えて「個人」

の方などが登録できる要件が加えられたと思うので、登録団体にとっては、登録要件が緩和さ

れて不便になったと感じはないと思う。（３件） 

  

⑵ 施設利用の制約の緩和による多様な活動について 

 ・私は、子ども食堂でこの施設を利用しており、お弁当を概ね１００～１５０人程度に配布する

活動をしていますけれども、事業所などにも利用して頂けると良いと思う。 

 

⑶ 交流スペースの確保による自由で気軽な利用について 

 ・公民館での社会教育事業は、重要だと考えているが、以前のように高齢の方だけが集まるので

はなく、もっと若い年代の人達が利用できる場所にするべきだと思う。 

 ・今は、若い人の居場所がない状況だから、地域交流施設にして誰もが使えるスペースの確保が

必要で、若い人が地域に関わる機会や場所の確保が必要だと思う。 

・若い年代の居場所を確保する為には、登録の要件を緩和して、誰もが気軽に利用できるように

することが必要だという考えで入曽地域交流センターを整備している。 

・中高校生などがオープンスペースを利用しているのを見かけると、ある程度当初見込んでいた

成果は出ていると思うが、今後、地域住民の交流や連携を図るには、どう取り組んだらいいの

かが難しいところだと思う。（３件） 

 ・地域住民との交流を深め、「月に何回か地域のお年寄りのお話の場の日」の様な場を設定するな

どして、機会をつくることなども一つの方法だと思います。 

  

⑷ まちづくり活動の活性化について 

 ・建設当時から関わっている者としては、小学校跡地から中学校跡地へと用地の変更など色々と

検討し、施設は、良いものができたと思う。今後は、地域の者がどう関わっていくかが大切だ

と思う。 

 ・コロナの関係で十分な活動ができていないが、利用も増えている様子で良い状況だと思うが、

まちづくりの活性化は、難しい面があるので、アンケートで活動内容などについて、意見を頂

くと良いと思う。 

 

 



⑸ アンケートについて 

 ・アンケートは、ここで一度やって、コロナが治まって色々な行事やイベントなどが通常に実施

できるようになってから、再度の実施も検討が必要だと思う。コロナの影響も分かると思う。 

・今後、地域住民の交流や連携を図る為には、オープンスペースを今後どの様に使い、どの様に

したら良いかなどの意見をアンケートの中で聞いた方が良いと思う。 

 ・施設の運営の参考とするために、普段から利用者の方にアンケートを書いて意見を頂く事など

も検討したらどうか。 

⇒ 利用者の方には、年に 1度利用者アンケートを実施しています。それから、利用の度に

利用報告書を提出頂いていますが、その用紙に意見の欄を設けています。今後、検討し

ます。 

 ・アンケートについては、集計時に大変だと思うが、各質問の回答選択肢の最後に「その他」の

記載欄を設け、意見を記載して頂いて参考にした方が良いと思う。 

   ⇒ 可能な範囲で、検討致します。 

 

(６) 施設について 

・自治会からの公民館建替えや用地の変更などの要望に充分に配慮いただいて立派な施設を建て

てもらったことに感謝しています。 

 ・市には、地元からの要望に対して配慮を頂いて、施設の建替え事業が進められて感謝している。 

 ・最近、利用者が増えて貸室の予約が取れにくい時があるので、小さな貸室の数がもう少し有っ

た方が良かったと感じている。 

 ・建設当時に検討している時には気づかなかったが、大ホールに直接出られる出入口が無いので、

キッチンスタジオ（調理室）の導線が利用しにくいと感じている。利用の際には、工夫が必要

だと思う。 

 ・敷地内に駐車場が整備されて、荷物の積み下ろしなどが便利になった。 

 ・エレベーターの設置などにより、バリアフリー対策された施設になって、高齢の方や障害者の

方などの利用には良くなったと思う。 

 

(７) その他 

 ・コロナの影響で、文化祭が縮小実施されるなどで、施設を訪れる機会（文化祭など）が減する

などで、施設を知らない方が多いので知って頂く事が大切だと思う。 

 ・施設の運営の参考とするために、普段から利用者の方にアンケートを書いて意見を頂く事など

も検討したらどうか。⇒ 利用者の方には、年に 1度利用者アンケートを実施しています。そ

れから、利用の度に利用報告書を提出頂いていますが、その用紙に意見の欄を設けていますが、

今後、検討します。（事務局） 

 ・カカ食堂の食事を食べる時には、図書コーナーでの飲食は、本を汚したり、濡らしたりなどが

心配です。⇒現在は、コロナウイルスの関係で、カカ食堂利用者の３密を避けるため利用して

頂いていることもありますので、今後、検討します。（事務局） 


